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令
和
３
年
12
月
20
日
発
行 

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山 

〒
640-

8157
和
歌
山
市
八
番
丁
４ 

八
番
丁
館
３
階 

 

顕
彰
式
典
開
催 

 
 
  

令
和
三
年
度
和
歌
山
県
更

生
保
護
功
労
者
顕
彰
式
典
が

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
ま
だ
ま
だ
予
断

を
許
さ
な
い
中
で
、
全
受
賞

者
の
ご
出
席
が
か
な
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
静
粛
な
中
に

も
厳
か
な
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

日
頃
の
熱
心
な
活
動
の
賜

物
が
、
今
日
の
住
み
よ
い
明

る
い
社
会
の
実
現
に
寄
与
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
申
し
上
げ

る
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
益
々
の
活
躍
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。 

式 

辞 
 
 

＊
前
文
挨
拶
省
略 

 
 

犯
罪
の
検
挙
件
数
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の 

再

犯
者
の
占
め
る
割
合
は
近
年
増
加
す
る
中
、
再
犯
の
防
止
等
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
に 

再
犯
防
止
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
、
対
象
者
が
再
犯
を
し
な
い
た
め
、
私
ど
も
更
生
保
護

関
係
者
は
、
「
対
象
者
が
仕
事
に
就
い
て
生
活
が
成
り
立
つ
よ

う
に
」
と
考
え
、
行
動
し
て
お
り
ま
す
。 

従
来
、
更
生
保
護
の
対
象
者
に
対
す
る
指
導
・
助
言
・
監
督

は
一
人
の
保
護
司
が
そ
の
秘
匿
性
を
重
視
し
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
指
導
・
助
言
は
二
人
以
上
の
保
護
司
と
保
護
観
察

官
・
福
祉
士
等
関
連
す
る
人
々
に
よ
り
対
象
者
を
総
合
的
に
指

導
・
助
言
・
監
督
し
再
び
罪
を
犯
さ
せ
な
い
、
再
犯
防
止
を
行

っ
て
い
く
た
め
に
、
複
数
担
当
制
又
は
、
集
団
処
遇
制
を
実
施

し
、 

実
効
あ
る
保
護
観
察
制
度
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま

す
。 

 

そ
の
た
め
に
も
、
保
護
司
定
員
を
充
足
さ
せ
て
い
く
こ
と
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
例
年
で
あ
れ
ば
、
顕
彰
に
先
立
ち
“
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動 

“
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀
賞
受
賞
児
童
生
徒

に
よ
る
、
作
品
の
朗
読
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
鑑
み
、
こ
の
朗

読
を
取
り
や
め
、
顕
彰
式
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
掲
載
と
い
た
し

ま
し
た
。 

掲
載
さ
れ
た
作
品
を
読
み
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
犯

罪
の
な
い
明
る
い
社
会
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
お
ら

れ
、
人
間
愛
に
充
ち
た
明
る
い
社
会
を
希
求
す
る
感
銘
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
若
い
世
代
へ
の
啓
発
は
、
立
ち
直
り
を
目
指
す
人

た
ち
を
理
解
し
、
支
援
す
る
社
会
を
作
る
た
め
重
視
し
て
お
り 

大
変
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

さ
て 

本
顕
彰
式
に
置
き
ま
し
て
、
顕
彰
を
お
受
け
に
な
る

先
生
方
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

功
労
者
の
皆
様
方
の
御
功
績
、
そ
の
ご
苦
労
を
支
え
ら
れ
る

ご
家
族
の
お
力
添
え
に
、
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
私
ど
も
更
生
保
護
関
係
者
は
、
社
会
の
要
請
に
応
え
る
べ

く
、
ま
た
そ
の
責
任
の
大
き
さ
を
深
く
認
識
し
、
地
域
の
人
々

と
手
を
た
ず
さ
え
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
、
明
る
い
社
会
の
建

設
と
、
更
生
保
護
の
諸
活
動
に
邁
進
す
る
こ
と
を
お
誓
い
し 

私
の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
三
年
十
月
二
十
七
日 

 
 

和
歌
山
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長 

小 

西 

健 

之 
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受
賞
者
の
喜
び
の
声 

『
瑞
宝
双
光
章
受
賞
に
寄
せ
て
』 

「
令
和
三
年
度
春
の
叙
勲
」
に
お

い
て
、
ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
と
も

い
う
べ
き
か
、
瑞
宝
双
光
章
受
賞

の
栄
に
浴
し
、
今
も
、
日
々
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
て

お
り
ま
す
。 

 

平
成
七
年
六
月
十
三
日
、
保
護

司
と
し
て
の
辞
令
交
付
を
受
け

て
以
来
、
只
々
、
日
を
並
べ
た
だ

け
の
私
で
あ
り
ま
し
た
が
、
叙
勲

発
表
の
日
が
、
ま
さ
に
私
の
誕
生

日
と
い
う
事
も
あ
り
、
感
激
も
一

入
、
生
涯
忘
れ
得
え
ぬ
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。 

 

今
日
ま
で
支
え
て
頂
い
た
、
関

係
機
関
並
び
に
多
く
の
方
々
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
も
、
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
る

こ
と
の
無
き
よ
う
精
進
を
重
ね
、

ま
こ
と
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
保
護
司
と
し
て
、
そ
の
任
務

を
遂
行
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。 

敬
白 

 
 

 

東
支
部 

乾 

吉
晴 

  

更
生
保
護
女
性
会
員 

〔
法
務
大
臣
感
謝
状
〕 

 
 

坂
田 
 

敦
子 

（
和
歌
山
４
） 

〔
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
感
謝
状
〕 

 
 

栗
山 

 

繁
子 

（
和
歌
山
２
） 

〔
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰
〕 

 
 

永
井 

 

輝
子 

（
和
歌
山
７
） 

〔
近
畿
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰
〕 
 
 

岡
田 

 

容
子 

（
和
歌
山
３
） 
 
 

宮
所 

 

孝
子 

（
和
歌
山
５
） 

 
 

都
留 

喜
美
代 

（
和
歌
山
８
） 

〔
和
歌
山
県
知
事
感
謝
状
〕 

 
 

丹
生 

 

郁
子 

（
和
歌
山
１
） 

〔
和
歌
山
保
護
観
察
所
長
感
謝
状
〕 

 
 

北
方 

 

平
子 

（
和
歌
山
１
） 

 
 

出
口 

 

美
穂 

（
和
歌
山
２
） 

 
 

林 
 
 

和
美 

（
和
歌
山
２
） 

 
 

津
田 

 

恵
子 

（
和
歌
山
３
） 

 
 

平
井 

 

厚
子 

（
和
歌
山
３
） 

 
 

松
島 

 

茂
子 

（
和
歌
山
３
） 

 
 

山
崎 

美
智
代 

（
和
歌
山
４
） 

 
 

木
下 

 

景
子 

（
和
歌
山
５
） 

 
 

上
田 

 

信
子 

（
和
歌
山
６
） 

 
 

岩
橋 

 

陽
子 

（
和
歌
山
７
） 

 
 

中
村 

加
代
子 

（
和
歌
山
７
） 

 
 

松
浦 

佳
代
子 

（
和
歌
山
７
） 

 
 

坂
口 

み
や
子 

（
和
歌
山
８
） 

 
 

坂
部 

美
恵
子 

（
和
歌
山
８
） 

 
 

有
田 

 

幸
子 

（
和
歌
山
９ 

西
野 

 

敬
子 

（
和
歌
山
９
） 

由
井 

あ
さ
み 

（
和
歌
山
９
） 

〔
和
歌
山
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰
〕 

 
 

楠
見 

由
紀
子 

（
和
歌
山
１
） 

 
 

南
部 

 

睦
美 

（
和
歌
山
２
） 

 
 

浦 
 
 

京
子 

（
和
歌
山
３
） 

 
 

木
戸
口
利
価
子 

（
和
歌
山
３
） 

 
 

中
村 

 

咲
子 

（
和
歌
山
３
） 

 
 

片
桐 

万
喜
子 

（
和
歌
山
４
） 

 
 

見
矢 

 

恵
理 

（
和
歌
山
５
） 

 
 

南
方 

 

昭
美 

（
和
歌
山
６
） 

 
 

大
谷 

予
至
子 

（
和
歌
山
７
） 

 
 

大
畑 

 

悦
子 

（
和
歌
山
７
） 

 
 

栗
山 

 

茂
子 

（
和
歌
山
７
） 

 
 

藤
木 

 

英
子 

（
和
歌
山
７
） 

 
 

明
渡 

 

和
子 

（
和
歌
山
８
） 

 
 

横
地 

 

圭
子 

（
和
歌
山
８
） 

 
 

井
田 

 

妙
子 

（
和
歌
山
９
） 

 
 

小
田 
久
美
子 

（
和
歌
山
９
） 

 
 

加
古 

 
一
代 

（
和
歌
山
９
） 

 
 

 
（
敬
称
略
） 

 
 

  
  

ご
芳
名
は
当
用
漢
字
に
て
表
記
し
て
い
ま
す 

  

【瑞宝双光章】 乾 吉晴 （東支部） 

〔
法
務
大
臣
表
彰
〕 

 
 

中
谷 

 

武
也 

（
東
支
部
） 

 
 

海
野 

 

佳
広 

（
西
支
部
） 

 
 

三
木 

 
 

衛 

（
西
支
部
） 

 
 

畑
口 

 

道
夫 

（
南
支
部
） 

 
 

渡
辺 

 

友
子 

（
北
支
部
） 

〔
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰
〕 

 
 

乙
井 

八
重
子 

（
東
支
部
） 

 
 

岩
橋 

 

利
茂 

（
西
支
部
） 

 
 

山
下 

 

耕
司 

（
南
支
部
） 

 
 

角
田 

 
秀
樹 

（
北
支
部
） 

 
 

野
嶋 

 

廣
子 

（
北
支
部
） 

〔
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰
〕 

 
 
 
  

―

家
族
功
労
者―

 

 
 

得
津 

 

正
司 

（
西
支
部
） 

〔
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰
〕 

  
 

小
坂 

 

千
惠 

（
東
支
部
） 

西
川 

奈
緒
美 

（
東
支
部
） 

 
 

野
間 

 

弓
子 

（
東
支
部
） 

 
 

村
瀬 

 

一
也 

（
東
支
部
） 

 
 

湯
橋 

 

敬
一 

（
東
支
部
） 

 
 

楠
本 

 

眞
司 

（
西
支
部
） 

 
 

河
野 

 
 

了 

（
西
支
部
） 

 
 

島 
 

由
佳
子 

（
西
支
部
） 

 
 

吉
田 

 

友
之 

（
南
支
部
） 

 
 

今
吉 
 

あ
や 

（
北
支
部
） 

 
 

堂
坂 

 
 

清 

（
北
支
部
） 

 
 

中
谷 

 

節
子 

（
北
支
部
） 

 
 

本
村 

 

廣
幸 

（
北
支
部
） 

〔
近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰
〕 

北
井 

 

勝
也 

（
東
支
部
） 

白
木 

 

秀
子 

（
東
支
部
） 

 
 

田
原 

 

久
一 

（
東
支
部
） 

玉
井 

 

康
民 

（
東
支
部
） 

 
 

中
居 

 

純
三 

（
東
支
部
） 

 
 

   

西
中 

 

康
浩 

（
東
支
部
） 

山
本 

 

清
美 

（
東
支
部
） 

岡
﨑 

眞
太
郎 

 

（
西
支
部
） 

 

 
 

小
西 

 

博
久 

（
南
支
部
） 

 
 

佐
野 

 

浩
美 

（
南
支
部
） 

 

北
本 

 

一
紀 

（
北
支
部
） 

木
綿 

 

良
介 

（
北
支
部
） 

〔
近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰
〕 

―

家
族
功
労
者―
 

林 
 
 

和
美 

（
西
支
部
） 

〔
和
歌
山
県
知
事
感
謝
状
〕 

野
々
村 

邦
夫 

（
東
支
部
） 

 
 

梅
本 

 

街
子 

（
西
支
部
） 

 
 

平
田 
  

良
子 

（
西
支
部
） 

長
坂 

 
 

隆
司 

（
南
支
部
） 

貴
志 

 
 

明
子 

（
北
支
部
） 

佐
谷 

美
津
子 

（
北
支
部
） 

〔
和
歌
山
保
護
観
察
所
長
表
彰
〕 

鈴
木 

  

啓
司 

（
東
支
部
） 

中
西 

 
 

弘
次 

（
東
支
部
） 

西
川 

  

綾
子 

（
東
支
部
） 

波
多
野 

正
藏 

（
西
支
部
） 

薮 
 
 
 

有
子 

（
西
支
部
） 

岩
本 

 
   

章 

（
南
支
部
） 

〔
和
歌
山
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰
〕 

西
川 

 
 

陽
子 
（
東
支
部
） 

平
田 

 
 

謙
司 

 

（
東
支
部
） 

武
田 

 
 

幹
子 

（
西
支
部
） 

宮
﨑 

 
 

利
和 

（
西
支
部
） 

森 
 
 
 

晴
彦 

（
西
支
部
） 

米
原 

 
   

睦 

（
西
支
部
） 

坂
本 

 
 

安
廣 

（
北
支
部
） 

下
田 

佐
喜
子 

（
北
支
部
） 

堀 
 
 
 

優
子 

（
北
支
部
） 
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第７１回社会を明るくする運動推進委員会作文コンテスト 

9月 15日、あいあいセンターにおいて、各支部犯罪予防活動部が中心とな

り、和歌山保護司会役員、更生保護女性会、BBS会の皆さんと共に「社明作文

一次審査」が開催されました。応募総数は１２８４点（小学校３８６点、中学校

８９８点）で、小学校が１９点、中学校が４８点の一次通過となりました。 

 

社明作文一次審査 

第７１回和歌山県社会を明るくする運動推進委員会作文コンテスト入賞者（和歌山保護区） 

  最優秀賞           丸 山 清 良  （和歌山大学教育学部附属小学校） 

                       上野山 朋 花  （智辯学園和歌山中学校） 

 優秀賞            稲 葉 すみれ  （和歌山県立桐蔭中学校） 

 和歌山県更生保護協会理事長賞 花 篤 あかり  （近畿大学附属和歌山中学校） 

 和歌山県保護司会連合会会長  中   叶 瑛  （智辯学園和歌山中学校）  

 和歌山県 BBS連盟会長賞    成 田 悠 華  （和歌山県立桐蔭中学校） 

 審査員特別賞         一ツ田 有里菜  （近畿大学附属和歌山中学校）  

 

 

 

作文参加賞 
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 社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
街
頭
啓
発
活
動 

氏 名 地 区 初年度委嘱年月日 従事年数 

矢ノ倉   新 東支部 2010年 11月 9日 10年 8ヶ月 

小 倉 正 基 西支部 2000年 11月 9日 21年 11ヶ月 

貴 志 浩 治 南支部 2005年 11月 16日 15年 1ヶ月 

下 地   明  北支部 1993年 11月 16日 27年 11ヶ月 

 

 

令和 3年 10～11月にご退任となられた保護司の方々です 

 

退任保護司 

長い間 

有難うございました 

新任保護司 
令和 3年 11月 16日付けで 4人の保護司が委嘱されました。 

これから、よろしくお願いいたします。 

豊田 亜紀 

西支部 

岩上 吉伸 

南支部 

西田 昌弘 

南支部 

守山 美加 

北支部 

 

大
変
重
要
で
責
任
あ
る
仕
事

を
拝
命
し
、
私
に
出
来
る
の
か
不

安
が
大
き
い
で
す
が
、
地
域
の
為

に
役
立
て
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

未
熟
者
で
す
が
、
寄
り
添
い
相

手
の
立
場
に
立
ち
物
事
を
考
え

支
援
が
出
来
る
様
に
知
識
と
経

験
を
積
み
、
更
生
保
護
活
動
に
微

力
な
が
ら
邁
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

私
は
主
に
専
従
職
員
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
駐
在
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 
 

一
日
で
も
早
く
皆
様
の
お
力
に

な
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

保
護
司
を
拝
命
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
職
務
に
精

励
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

吹
上
地
区 

協
力
組
織
部 
貴
志
地
区 

協
力
組
織
部 

高
松
地
区 

犯
罪
予
防
活
動
部 

中
之
島
地
区 

総
務
部 

南
海
和
歌
山
市
駅
前
の
社
明
啓
発
物
配
布
を
10
月
18
日
に
行

い
ま
し
た
。 

和
歌
山
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
０
～
２
名
が
続
く
日
々
。
道
行
く

人
々
に
も
少
し
余
裕
が
で
き
て
い
た
の
か
「
除
菌
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」

「
ほ
ご
ち
ゃ
ん
マ
ス
ク
」
を
「
あ
り
が
と
う
」
と
気
持
ち
よ
く
受

け
取
っ
て
下
さ
る
方
が
多
く
、
受
け
取
っ
た
後
「
ど
ん
な
団
体
で

す
か
」
と
聞
い
て
下
さ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

又
、
下
校
途
中
の
小
学
生
達
が
啓
発
物
の
入
っ
た
箱
を
取
り
囲

み
マ
ス
ク
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
中
に
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
絵
の
団
扇
を
欲

し
い
と
持
ち
帰
る
児
童
も
い
ま
し
た
。 

黄
色
の
T
シ
ャ
ツ
で
汗
を
拭
き
な
が
ら
・
・
の
夏
の
イ
メ
ー
ジ

の
社
明
広
報
活
動
は
、
今
年
も
昨
年
に
続
き
秋
の
啓
発
活
動
と
な

り
ま
し
た
が
手
応
え
充
分
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。 



 

5 

 

 

新型コロナウイルスも少し和らぎ無事に地域別定例研修を終えることができ、各支部においてはホッと一安

心でした。対象者との面接の意義や対応の仕方など、改めて問い直すことができる研修となりました。                         

感染拡大で延期になっていた、東支部の第１期地域別定例研修も一部・二部構成で終えることができました。             

南南支部では端正会の施設見学と懇親会を実施しました。端正会では地域の理解と協力を確保するために、地

域密着型で防災対策のための地域の備蓄品を敷地内に保管するなど、地域貢献に取り組んでいるお話等を伺い

しました。 

設営、受付後、講義、質問等

充実した研修でした 

第１期・第２期地域別定例研修・県内研修

等 

テーマ 

第１期 『類型型処遇について』 

第２期 『コロナ禍の中の面接』技法・接触の確保 

端正会にて 
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和歌山保護司会のホームページを開設しました。https://wahokai.sakura.ne.jｐ/saposen/同ホーム 
ページにはインスタグラム（写真投稿サイト）へのリンクもしています。   
ホームよりのリンク先として法務省・全保連・端正会・和歌山市・その他更生保護関係先にもリンクしています。 

    

第３期地域別定例研修 

第３期地域別定例研修 

 

現在、法務省保護局において、保護司活動の ICT 化の一環として「保護司専用ホームページ」の開発がすすめら

れています。このホームページの利用を希望される方は、以下の手続きにより利用をお願いします。 

１．保護司の皆様の個人のメールアドレスをご提供いただき→登録 

２．アカウント ID発 

３．パスワード設定（セキュリティ保護のため２段階認証） 

編 

集 

後 

記 

第
７１
回
社
明
作
文
の
小
学
校
部
門
で
、 

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
丸
山
清
良
さ
ん 

(

和
歌
山
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
３ 

年
生
）
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
二
年
連
続 

の
最
優
秀
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
子 

ど
も
だ
と
あ
な
ど
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
文

面
で
す
。
将
来
は
○
○
賞
受
賞
と
耳
に
す
る 

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
覚
え
て
お
こ
う
。 

・
年
内
開
所 

令
和
3
年
12
月
28
日
（
火
）
12
時
ま
で 

・
年
始
開
所 

令
和
4
年
1
月
6
日
（
木
）
10
時
か
ら 

 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山 

年
末
年
始
の
開
設
予
定 

・
詳
細
は
各
支
部
の
案
内
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

・
所
属
支
部
の
研
修
日
に
都
合
が
つ
か
ず

出
席
で
き
な
い
方
は
、
事
前
に
支
部
長

に
申
し
出
て
他
支
部
の
地
域
別
研
修
に

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

四
支
部
合
同
研
修 

・
令
和
４
年
２
月
14
日
（
月
） 

河
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

第
３
期
地
域
別
定
例
研
修 

 

北
支
部 

南
支
部 

西
支
部 

東
支
部 

令
和
4
年
2
月
10
日
（
木
） 

令
和
4
年
3
月
3
日
（
木
） 

令
和
4
年
2
月
18
日
（
金
） 

令
和
4
年
3
月
2
日
（
水
） 

 

火
消
地
蔵
桜
紅
葉
を
あ
び
て
ゐ
し 

 
 
 

 

森
幸
子 

お
会
式

え

し

き

の
コ
ロ
ナ
禍
な
り
て
人
ま
ば
ら 

 
 

乾
三
千
代 

冬
の
夜
や
膝
に
来
る
子
と
絵
本
見
る 

 
 

 

大
竹
有
美 

秋
深
む
父
の
五
十
回
忌
を
修
す 

 
 
 
 

 

乙
井
八
重
子 

新
豆
腐
土
鍋
の
底
で
お
ど
り
だ
す 

 
 
 
 

小
西
健
之 

か
ん
ざ
し
を
付
け
た
る
よ
う
な
万お

年も

青と

の
実 

杉
谷
睦
夫 

穭
ひ
つ
じ

田だ

を
撫
ぜ
ゆ
く
風
の
青
さ
か
な 

 
 
 
 
 

月
見
団
子
ぺ
っ
ち
ゃ
ん
こ
な
る
孫
の
作 

 
 

中
村
咲
子 

 
 
 
 

 
 

 

得
津
壽
美
代 

選
者 

「
森 

幸
子
」 

サポートセンター和歌山

俳 句 教 室 作 品 

参加者募集中！ 

 

 新任・OB・OG の皆さん 

日時：毎月第３水曜日 １０時～ 

対象：更生保護関係者 

 

部
会
総
会 

・
令
和
4
年
3
月
4
日
（
金
） 

 

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

＊
詳
細
は
案
内
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

  

『保護司専用ホームページ』では、令和３年度中

に、３つの機能が、以下のスケジュールで利用可

能になる予定です。 
 
 
 
 
保護司専用ホームページは、パソコン、スマート
フォン・タブレットなどインターネットにつなが
る端末であればどのような端末からもお使いい
ただけます。ただし、保護司以外の方が使うこと
のないよう、検索サイト等で検索できない使用と
なっています。 
まずは、ご自分の興味のある機能をお試しいただ
く等、一人でも多くの保護司の皆様にこのホーム
ページを活用いただけるようお願いします。 
 

 

機能１ 研さん資料の閲覧 
機能２ 報告 
機能３ メッセージのやり取り 

 


